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＜連絡事項＞

· 勤務表について

例年は、年末年始に青明舎への応援体勢も兼ねての勤務表作りをしていますが、今回は人員の都合もあり、通所の勤務人数を確保主体の形の勤務表になります。

· 次の方の療養検討会議が予定されています。

上久保　善朗様～11月7日退院（6日退院療養会議で木村スタッフ出席）

伊藤　雄一様～11月11日退院（10日退院療養会議で月舘スタッフ出席）

· 本田　英之様（北病棟）が来週中に通所見学予定となっています。

· 月報（10月分）回覧すんでいます。

· 摩尼スタッフ退職に伴ない、11月からの受け持ちメンバー変更があります。一覧確認の事。

＜外来情報＞

· 中川原　義雄様～前回、気分の安定に伴なって内服変更（減量）あったが、徐々に気分の高ぶりが

　　　　　　　　　　本人も感じ始めたため、内服が変更前のものに調整されました。

＜利用者様情報・検討＞

· 田名部　浩平様～来所できてない事を主治医へ情報提供。主治医からは、前回の外来時も疲労の様　

　　　子が強く、少し休息の時間があっていいとの事。来週の外来時に様子の確認を行い、場合によっては自宅訪問も検討予定。引き続き、来所予定日は出席の有無を確認はしていきます。

· 上川原　豊様～　10月21日からパセリ-菜での勤務形態変更（給料もアップ、火・日曜日は休み）

　　　　があったが、そのパセリー菜勤務も11月一杯で終了予定。

　　　　　　　　　　現在は、給料と年金で約9万円での1ヶ月の生活をしています。

　　　　　　　　　　本人から「気楽に生活するよ、今は仕事を探す気はない、青明舎は使わない、幸房でもいいかな、小笠原さんが探してくれるって･･･」などの発言があります。現在のところ、切迫感はありません。ナイトメンバーにお金を貸してくれと、話すこともありました。

→今後は、現実に直面しパニックになり家にこもってしまう事も予測されます。⇒青明舎との連携強化。話が上手に話せないタイプであるから、担当スタッフ　が個別面談を短期間で実施していく事が大切。

· 高島　吉太郎様～朝の4時、トイレでふらつき倒れてしまう事があります。左側頭・耳介部あたり

　　　の裂相で出血しています。創部範囲の拡大はありません。

⇒通所内での歩行時のふらつきも顕著なため、本人の活動範囲を一緒に行動することが必要。

· 浜飯　政昭様～　昨日は虫歯による頬の腫脹があったが、本日は軽減され経過観察しています。

· 神山　和典様～　面談実施内容報告。「私にはナイトは対人交流、ごはん、相談する場の為必要で

す。70歳すぎても通いたい。色々話したいから面接は週1回お願いします。」など話されています。来所時間など守る必要性について、確認しています。社会生活続けていく上では時間管理の大切さもアドバイスしています。

→来所時間チェックシート実施。

· 古舘　ヨリ様～　アパート更新の書類が本人に届いています。手続きがあるから休みますと電話が

あるが、スタッフの説明で来所しています。書類の本人が書く部分は本人が書

き、保護者（姉）には発送予定、その後、姉から不動産に直接届けてもらうよう説明しています。

· 杉澤　恵子様～　昨日も眠れなかったと本人から話があります。朝の来所時もふらふら歩いていま

した。昼頃に尿汚染あり、本人に伝えても「分からない」と返してきます。

→現在、失禁対策にナプキンを使用しているため、父様へ説明し尿とりパットを提案し衣類への尿汚染を防止を検討。

＜青山荘からの情報提供＞

· 宮　陽子様～　　最近、表情の硬い日が続いている。冗談は話すことはできているが、トータル的

には硬いままである。病状だけでなく、メンバーや家族との関係が気がかりの様子。

→本人の言い分を聞くようにしています。

　　　　クリスマスの作品作りも進めている。

· 横山　耕生様～　「八戸弁がわかんない」と話す。大好きな卓球などで通所との距離も作っていき

たいと考えています。じっくり勧めていくタイプ。

＜青山荘利用者事例検討＞

　○番沢　政勝様　37歳　統合失調症

　　　心理テストの生活スケールでは

1 時間活用・・・出かけたい、でも一緒に行く人がいないから

2 対人関係・・・デイケア・青山荘の人との関係発展はできていない、スタッフとは話す。

3 緊急時の対応・・・病気に対する恐怖が強い

　　　　　　　　　　　病気の前兆がわからない、常に不安（マスクをして肺炎予防）

　　　・ユーモアは自然に持っている人、心理テストでははかれない

　　　・「俺は頭がたりないよな･･･」能力の幅はあるが、出来ないこと、出来ることがある

・デイケアに通い始めた時に比べれば、人との関係の幅は広がっている。クラブ活動の編み物

で「これはどうするの」と尋ねています

担当スタッフが以下に問題点を整理する

　　　　♯1　対人関係の苦手意識

　　　　♯2　金銭管理の不安

　　　　♯3　体調についての不安

　♯1について

　　・本人は「言うことがうまく出来ない」としきりに話す

　　　⇒言いたいことが言えれば良い

　　　　暑ければ「暑い」と言いなよ

　　・自身で、うまくできなければとプレッシャーを高めてしまう

　　・母親との関係・・・共依存と過干渉のアンバランス

　　　⇒母の努力で一人の人間としての関わり、本人と母の間には姉（遠方）も介入

　　　　Ｈ19・4に青山荘退所後はケアホームを姉も介入し、勧めていく

　　・思い込みが強く、受け入れられない

　　・スタッフは、自分の事をわかって話してくれるから、安定はできている

　　　メンバーとは安定できない、怖い・不安

　　　⇒①特定スタッフへの話し掛けは多いが、メンバーにも話せるようになってほしい

　　　　スタッフが第3者にふっていく

　　　⇒②青山荘メンバーと通所にいる時間も話ができるようにしたい

　　　　この①、②からじっくり取り組んでいく

　　♯2について

　　　　母が通帳を管理していたが、先日の話し合い後に本人管理となる

　　　　生活保護、本人の貯金100万円、貯金している理由「風邪をひいたら大変でしょう」？等

　　　　病気になった事を心配し貯金している様子。

　　♯3について

　　　　不必要なマスク使用、本人は必死

　　　　時期に合わない厚着

　　　　ヘルニアで何もできないと、一点張り

　　♯2・3については、1がクリアーできてくると合わせて解決出来ていくものと考える

　　　　　　　

　　　　　　

